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地震・ 台風・ 大雨のときの 活動
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地震・ 台風・ 大雨から みんなを守るために、どの

　 災害時に重要なことは、

早めに避難することです。事

前に避難場所などの安全な

場所をたしかめておきましょ

う！また、避難するときは、

「 進んで逃げる」「 今できるこ

とをする」ことが大切です。
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　 もしも逃げ遅れた時は、

自分の家の高いところや近くにある

少しでも高い建物に避難するなど、

その場そのときで命を守る行動を

とりましょう。
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よう にしましょう 。
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よう な人たちが協力しているのかな？
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　 切れた電線には、　 切れた電線には、　 切れた電線には、

さわらないよう に

しましょう 。 ちゅう い

避難する

ときは、ブロック べいが

くずれることがあるので

注意しましょう 。

 かんばんやかわら

などがとんでくることがある

ので注意しましょう 。
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　 火事のほかにも 、人の命やざいさ んをう ばうばうば

おそろし い災害があります。
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〈 上下水道局〉

北九州市消防局
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台風・ 大雨などのとき、警戒レ ベル１ から５ を 使った

避難についての 情報がテレ ビ やラ ジ オ、メ ール、

ホーム ページなどで発表さ れます。ホーム ページなどで発表さ れます。
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すでに災害が発生し ている 状きょ う です。
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①　 火事以外にも おそろしい災害があ①　 火事以外にも おそろしい災害があ

ること や身を守る方法（ 危険な場所に

近づかない・ 助けを呼ぶ等）を理解さ

せてく ださい。

②　 地震や風水害が起きたときに、どの

よう な人が活動しているのかに着目さ

せて、被害を防ぐために様々な機関の

協力が必要であること を理解さ せてく

ださい。

③　 市民防災会

　 　 市民防災会は、大規模な災害が発

生し た場合に備えて、市民が地域ぐる

みで協力し、災害に立ち向かう ための

自主防災組織です。阪神・ 淡路大震災

では、被害にあった多く の人が、公的

機関ではなく 、自力又は家族や隣人に

よって救出さ れており 、地域住民の相

互の助け合いが被害の軽減につなが

ること がわかり ました。本市では、平成

9年に市民防災会を結成しました。

市民防災会の取り 組みについては、

P26で詳しく 説明しています。

④　 市民防災会は、自治会を母体とした

組織であることを理解さ せてく ださい。

※　 N P Oと は、政府や企業に属さ ない

団体で、さまざまな社会的活動を 非営

利に行います。
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緊急時の避難場所等を 書く「 災害時連絡カ ード 」

予定避難所

▲　 災害が起きたときには、学校の体育館や運動場などを

　 避難場所として使う ことも あり ます。

▲　 しせつごと の予定避難所の数（ 令和6年1月1日現在）
れい  わ げんざい

い  どう

▲　 避難所へ移動するときのために、非常時に持ち出す品物

　 をそろえておきましょう 。また、家のどこ に置いてあるか、確か
　 めましょう

　 地震・ 台風・ 大雨などの災害が起きたとき、みなさんが安全に避難できるよう に、災害の種類に応じ て予定避難

所が設置されています。みなさんの住んでいるまちでは、どんなところに予定避難所があるか調べてみましょう 。
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小学校

中学校

市民センタ ー
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その他

計

予定避難所の数
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1 2 8

6 2

1 3 4

6 3

1 1 1

4 9 8

◎　 学校の表示板を調べてみよう 。

予定避難所表示板
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①　 地域の学校や市民センタ ー・ 公民館などが避難場所に

なり ます。避難の仕方を児童たちに話し合わせてく ださい。

②　 学校から配布される「 災害時連絡カード 」等を活用し、災

害時の予定避難所、持っていくもの、安全な避難経路、連絡

方法などを家族で話し合っておくよう 指導してく ださい。

③　「 施設ごと の予定避難所の数」の「 その他」の中には、体

育施設、地域交流センタ ー、幼稚園、児童館、青少年施設、

県立高校、私立高校、寺、大学、団地集会所などが含まれ

ます。

④　 予定避難所に自主的に避難するときや、開設状況が不

明の場合は、各区役所総務企画課に連絡してから避難をし

てください。夜間休日は、各区の消防署に連絡してく ださい。
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　 家族の人と 話し合って、災害が起きた時の「 避難場所」

や「 連絡方法」を書き入れ、持っておきましょう 。
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帯電話のじ ゅう 電器や

予備バッ テリ ー・ けい帯

ラ ジオ・ 筆記用具

情報グッ ズ
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　 食べ物や水を 3 日分

（ でき れば1週間分）

　 日頃から 消費期限も

確かめよう 。

飲料水・ 非常食
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　 ばんそう こ う・ 薬・ お薬手帳・ マス

ク・ 簡易ト イレ・ ウェット ティ ッ シュ

救急用品・ 衛生用品
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手ぶく ろ・ 大き な ハン カ チ・ タ オル・ か

ん切り・ ナイ フ・ ラ イタ ー・ ビ ニールシー

ト やポリ ぶく ろ・ 雨具や使い捨てカ イ ロ

生活用品

　 火事や地震・ 台風・ 大雨などから、く らし

を 守るために、地域ではどのよう な取り

組みをし ているのかな？
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わたし たちのく らし の安全を守る消防の仕事

自分のできるこ と に○を つけまし ょ う 。

ま と 　 め

　 消防にたずさ わる方々の努力について、まと めましょう 。

また、災害から 自分の命を守るために、みんなにもできる

こと を考えましょ う 。

　 わたし は、人の役に立つ仕事がしたいという 思いで、命を守る消

防の仕事を選びました。

　 今は、救急隊員として、けがをし た人や急病人を救急車で運ぶ

仕事をしています。病院に着く までの間は、「 助けたい!」という 強い

気持ちをもって、一生けん命手当てをします。元気になった人から

「 あの時はありがとう 。」と 言われると 、本当にう れしく なります。

　 し かし 、悲しい現場に立ち会う こともあり 、命の大切さをいつも

感じています。

　 大雨が降ったり 台風が来たりすると 、いろいろな場所でがけく ず

れや、道路に水があふれるなどの災害が発生します。その時、わた

し たちも消防や警察、市の人たちと 協力しています。たとえば一人

で避難できない人の手伝いをし たり 、けが人の手当をし たりし ま

す。そのために防災訓練や救急の講習会を区役所や消防署と 協

力して行っています。自分たちの地域は、自分たちで守ること が大

切だと 思います。

消防士さ んの話

救急隊員さ んの話

地域の人の話
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　 火事からみなさんのく らし を守るため、防火指導や消火栓の点

検、パト ロールなどの仕事も行っています。わたし たちの最も大切

な使命は火事などの災害を未然に防止することや、火事の現場で

火を消すこと 、にげおく れた人を助けることなどです。

　 そのため、暑い日や寒い日、また雨の日でも訓練を行っています。

時にはつらく て大変な時もありますが、わたしたちの仕事がみなさ

んの生活の安全や命を守っていることにほこりをもっています。

　 みなさんも 、火事や地震などにそなえて、自分にできることはな

いか、考えてみてく ださい。
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